平成１６年度　１級管工事　学科試験　問題Ｂ

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは試験問題Ｂです。表紙とも８枚29問題あります。
2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.17までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。
4 ．問題No.18からNo.29までの12問題は選択問題です。

　　　10問題を選択して、解答してください。
　5 ．以上の結果、全部で27問題を解答することになります。
6 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHB の鉛筆又はシャープペンシル

　　　（HB の芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としませ

　　　ん。
7 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正してく

　　　ださい。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　8 ．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
9 ．この試験問題は、試験終了時（15時30分）まで在席した方のうち、希望者に限り

　　　持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

問題No.1からNo.17までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　建築現場で発生し、再利用ができない廃棄物の処分計画に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　断熱材として使用していた発泡スチロールは、安定型産業廃棄物として処分する。
　(2)　誤って壊した衛生陶器は、安定型産業廃棄物として処分する。
　(3)　燃料タンクに残っていた古い灯油は、安定型産業廃棄物として処分する。
　(4)　石綿除去事業で生じた飛散性アスベスト廃棄物は、特別管理産業廃棄物として

　　　 処分する。
【Ｎｏ．　２】

プレハブ化、ユニット化工法の特徴に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　プレハブ化、ユニット化等の採用は、発生廃棄物の減量化が期待できる。
　(2)　ライザーユニット工法は、大口径のまとまった配管に適しており、補助材等が

　　　 多くなる小口径配管には適さない。
　(3)　ユニットフロア工法は、デッキプレート付の鉄骨フレームに、下階分の空気調和

　　　 機やダクトも先行取付けできる。
　(4)　配管リフトアップ工法は、パイプシャフトの立て配管に適しており、階高の高い

　　　 機械室の天井配管には適さない。
【Ｎｏ．　３】

　図のネットワーク工程表に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　クリティカルパスは、基礎工事、計装工事、機器試運転である。
　(2)　配管工事の最遅開始時刻は、11日である。
　(3)　機器据付けのフリーフロートは、1日である。
　(4)　計装工事を2日短縮すると、工期は19日になる。
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【Ｎｏ．　４】

工程管理に用いる図表の名称と関連する語句の組合せのうち、適当でないものはどれか。
　　　(図表の名称)　　　(関連する語句)

　(1)　利益図表　　　…　損益分岐点
　(2)　費用曲線　　　…　経済速度
　(3)　工程管理曲線　…　バナナ曲線
　(4)　予定進度曲線　…　パレート図
【Ｎｏ．　５】

　配管の漏水に関する特性要因図において、 　　 　 内に当てはまる継手の組合せとして、適当なものはどれか。
　　　　 (A〉　　　　(B)　　　　　 (C)　　　　　 (D)
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　(1)　絶縁継手　　可とう継手　　伸縮継手　　　防振継手
　(2)　絶縁継手　　防振継手　　　可とう継手　　伸縮継手
　(3)　伸縮継手　　絶縁継手　　　防振継手　　　可とう継手
　(4)　伸縮継手　　可とう継手　　絶縁継手　　　防振継手
【Ｎｏ．　６】

　品質管理に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　品質管理を行うことによって得られる効果の一つとして、工事原価が下がること

　　　 があげられる。
　(2)　配管工事の検査のうち、水圧試験は、全数検査が一般的である。
　(3)　デミングサークルは、作業をP(計画)→C(検討)→D(実施)→A(処置)→P(計画)と

　　　 繰り返すことである。
　(4)　管理図法は、管理図を使って工程が安定な状態にあるかどうかを調べ、又は工程

　　　 を安定の状態に保持する方法である。
【Ｎｏ．　７】

　作業現場の安全管理に関する記述のうち、下線部の数値が「労働安全衛生法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　高さ又は深さが1.5mをこえる箇所で作業を行うときは、原則として、当該作業に

　　　 従事する労働者が安全に昇降するための設備等を設けなければならない。
　(2)　屋内に設ける通路では、通路面から高さ1.8m以内に障害物を置いてはならない。
　(3)　高さが2m以上の箇所で作業を行う場合において、労働者に安全帯等を使用させる

　　　 ときは、安全帯等を安全に取り付けるための設備等を設けなければならない。
　(4)　2m以上の高所から物体を投下するときは、適当な投下設備を設け、監視人を置く

　　　 等労働者の危険を防止するための措置を講じなければならない。
【Ｎｏ．　８】

　酸素欠乏危険作業に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　第二種酸素欠乏危険作業に係る作業場において、その日の作業を開始する前に

　　　 空気中の酸素及び硫化水素の濃度を測定した。
　(2)　酸素欠乏危険作業を行うので、当該現場で行った特別の教育を受けた者のうち

　　　 から、作業主任者を選任した。
　(3)　酸素欠乏危険作業を行うので、監視人を置いた。
　(4)　従事させる労働者の入場及び退場時に、人員を点検した。
【Ｎｏ．　９】

　#3(呼び番号3)の送風機の据付けに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　送風機のベッドが水平になるように基礎面とベッド間にライナーを入れ調整した。
　(2)　Vベルトの張りは、指で押してVベルトの厚さ程度たわむように調整した。
　(3)　送風機本体の周囲に200mmのスペースを確保した。
　(4)　送風機の前後に振動防止のため、フランジ間隔150mm以上のキャンバス継手を取り

　　　 付けた。
【Ｎｏ．１０】

　渦巻ポンプの据付けに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　管及び弁の荷重が、直接ポンプにかからないようにする。
　(2)　据付け後に軸継手部を手で回し、ポンプが軽く回ることを確認する。
　(3)　吸込み側バルブを全開としたまま、吐出し側バルブを全開状態から徐々に閉め、

　　　 水量調整を行う。
　(4)　負圧となるおそれがある吸込み管には、連成計を取り付ける。
【Ｎｏ．１１】

　一般配管用ステンレス鋼管の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　呼び径25Su以下の配管をベンダー加工する場合の曲げ半径は、管外径の4倍以上

　　　 とする。
　(2)　呼び径100Suの配管をTIG溶接する場合は、V形開先加工を行い、適正なルート間隔

　　　 を保持する。
　(3)　プレス接合の差込み及びかしめ状態の確認には、差込み長さ測定器、六角ゲージ

　　　 等が用いられる。
　(4)　原則として、水や潤滑油をかけないで切断する。
【Ｎｏ．１２】

　蒸気配管の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　順勾配の横走管で径の異なる管を接続する場合は、偏心径違い継手を用いて、

　　　 上部が揃うように施工する。
　(2)　障害物を避けるためループ配管とする場合は、蒸気管では下部の管を還水管では

　　　 上部の管を細くする。
　(3)　減圧弁廻りにバイパスを設ける場合の管径は、一次側口径の1/2とする。
　(4)　一般に、蒸気の流れ方向と凝縮水の流れ方向は同一の先下り配管とし、勾配は

　　　 1/250とする。
【Ｎｏ．１３】

　ダクトの施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　保温を施さない長方形ダクトの長辺が450mmを超える場合は、300mm以下のピッチ

　　　 で補強リブを設けた。

　(2)　アングルフランジダクトの接合用フランジの最大間隔は、高圧ダクトについては、

　　　 ダクトサイズによらず1,820mmとした。
　(3)　口径300mm以下のスパイラルダクトのつり金物には、亜鉛鉄板を帯状に加工した

　　　 バンドを使用した。

　(4)　横走り主ダクトには、20m以内ごとに形鋼振止め支持を行った。
【Ｎｏ．１４】

　ダクト付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　一般に、ふく流吹出口の最大拡散半径は、吹出し気流の速度が0.25m/sになるまで

　　　 の吹出口からの距離である。
　(2)　温度ヒューズ形防火ダンパーの温度ヒューズの溶融温度は、一般系統では72℃

　　　 程度、排煙系統では280℃程度である。
　(3)　シーリングディフユーザー形吹出口では、中コーンを下げると、暖房効果が

　　　 上がる。
　(4)　消音ボックスは、ボックス出入口の断面変化による反射効果と内張りの消音効果

　　　 を合わせもったものである。
【Ｎｏ．１５】

　保温の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　配管及びダクトの床貫通部は、保温材保護のため、床面より少なくとも高さ150mm
　　　 程度までステンレス鋼板で被覆する。
　(2)　蒸気管等が壁、床等を貫通する場合は、伸縮を考慮して、その面から25mm程度は

　　　 保温被覆を行わない。
　(3)　ローラーサポートを使用して、蒸気管等を支持する場合は、保温材をつけたまま

　　　 ローラーにのせて取り付ける。
　(4)　絶縁継手(絶縁フランジを含む〉は、金属製のラッキングを行ってはならない。
【Ｎｏ．１６】
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　図に示すように、送風機を設置する場合、防振材A、B間に置く防振材Cの距離認として、適当なものはどれか。ただし、送風機とモーターの荷重はそれぞれＷ、各防振材のばね定数等は同一とし、架台の荷重は無視する。
　(1)　1.5α
　(2)　2　α
　(3)　2.5α
　(4)　3　α
【Ｎｏ．１７】

　室内環境の測定に用いる機器に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　室内騒音は、騒音計を用いて一般には周波数補正回路のA特性で測定する。
　(2)　浮遊粉じん量は、デジタル粉じん計を用いて粉じんの重量により濃度を測定する。
　(3)　温湿度は、アスマン通風乾湿球温度計で通風状態にして測定する。

　　　 測定に際しては、湿球温度計のガーゼが湿っていることを確認する。
　(4)　風速は、熱線風速計を用いて測定する。熱線風速計の発熱体には、白金等が用い

　　　 られる。
　　選　択　問　題

問題No.18からNo.29までの12問題のうちから10問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．１８】

　建設業における安全管理体制に関する組合せのうち、「労働安全衛生法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　総括安全衛生管理者常時100人以上の労働者を使用する事業場ごとに選任
　(2)　安全管理者常時50人以上の労働者を使用する事業場ごとに選任
　(3)　安全衛生推進者常時10人以上50人未満の労働者を使用する事業場ごとに選任
　(4)　産業医常時100人以上の労働者を使用する事業場ごとに選任
【Ｎｏ．１９】

　「労働安全衛生法」上に定められている作業主任者のうち、選任される際の資格が「所定の技能講習を修了した者」とされていないものはどれか。
　(1)　ガス溶接作業主任者
　(2)　酸素欠乏危険作業主任者
　(3)　土止め支保工作業主任者
　(4)　足場の組立て等作業主任者
【Ｎｏ．２０】

　工事現場における業務のうち、「労働基準法」上、満18歳未満でも就かせることができる業務はどれか。
　(1)　クレーンの玉掛け業務を2人以上で行う場合の補助作業の業務
　(2)　さく岩機等の身体に著しい振動を与える機械器具を用いて行う業務
　(3)　高さが5mの場所で、墜落により労働者が危害を受けるおそれのあるところにおけ

　　　 る業務
　(4)　足場の組立、解体の業務
【Ｎｏ．２１】

　建築設備に関する記述のうち、「建築基準法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　建築物とは独立して設ける高架水槽において、高さが8mを超えたので、建築主事

　　　 の確認を受けた。
　(2)　空気調和設備のダクトにおいて、防火区画を貰通する部分の前後1mを板厚1.6mmの

　　　 鉄板製としたので、防火ダンパーを設けなかった。
　(3)　高さが20mを超える建築物であったが、周囲の状況により安全上支障がないので、

　　　 避雷設備を設けなかった。
　(4)　延べ面積が3,000m2を超える建築物であったので、屋内に設ける空気調和設備の

　　　 ダクトを不燃材料で造った。
【Ｎｏ．２２】

　建築物に関する記述のうち、「建築基準法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　柱、梁、壁など建築物の主要構造部のうち、一種以上について行う過半の模様替

　　　 は、大規模の模様替である。
　(2)　屋上部分に設けた空調機械室等で、水平投影面積の合計が、建築物の建築面積の

　　　 以下である場合は、階数に算入しない。
　(3)　床が地盤面下にあり、床面から地盤面までの高さがその階の天井の高さの以上の

　　　 階は、地階である。
　(4)　建築物の1階の部分で、隣地境界線より5m以下の距離にある部分は、延焼のおそれ

　　　 のある部分である。
【Ｎｏ．２３】

　下図(次ぺ一ジ〉に示す施工体系の管工事において、主任技術者又は監理技術者を置かなければならない管工事業者の組合せとして、「建設業法」上、正しいものはどれか。
　　　　(監理技術者)　　　　　　　　　　(主任技術者)

　(1)　元請A社のみ　　　　　　 …　一次下請B社及び二次下請C社
　(2)　元請A社のみ　　　　　　 …　一次下請B社のみ
　(3)　元請A社及び一次下請B社　…　一次下請D社及び二次下請C社
　(4)　元請A社及び一次下請B社　…　二次下請C社のみ
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【Ｎｏ．２４】

　建設業に関する記述のうち、「建設業法」上、正しいものはどれか。
　(1)　公共性のある工作物に関する重要な工事を施工しようとする者は、下請代金の

　　　 額にかかわらず特定建設業の許可を受けなければならない。
　(2)　軽微な建設工事のみを請け負うことを営業とする者を除き、二以上の都道府県の

　　　 区域内に営業所を設けて、建設業を営もうとする者は,国土交通大臣の許可を

　　　 受けなければならない。
　(3)　一般建設業の許可を受けた者は、建設工事を施工するために下請け契約を締結し

　　　 た場合、下請負人の商号又は名称等を記載した施工体制台帳を作成しなければな

　　　 らない。
　(4)　建設業者は、請負代金の額が500万円に満たない軽微な工事に限り、あらかじめ

　　　 発注者から書面等による承諾がなくても、請け負った工事を一括して他人に請け

　　　 負わせることができる。
【Ｎｏ．２５】

　不活性ガス消火設備の設置に関する記述のうち、「消防法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　駐車場及び通信機械室で常時人がいない部分は、全域放出方式としなければなら

　　　 ない。
　(2)　常時人がいない部分以外の部分は、全域放出方式又は局所放出方式としてはなら

　　　 ない。
　(3)　全域放出方式又は局所放出方式において、防護区画が二以上ある場合、貯蔵する

　　　 消火剤の量は、それぞれの防護区画について計算した量のうち、最大の量以上と

　　　 しなければならない。
　(4)　局所放出方式とした防護区画には、当該防護区画内の圧力上昇を防止するための

　　　 措置を講じなければならない。
【Ｎｏ．２６】

　標準型ヘッド(小区画型ヘッドを除く)を設置するスプリンクラー設備に関する記述のうち、「消防法」上、誤っているものはどれか。ただし、スプリンクラーヘッドは閉鎖型スプリンクラーヘッドとする。
　(1)　幅又は奥行が1.2mを超えるダクト等がある場合、当該ダクト等の下面にもヘッド

　　　 を設けなければならない。
(2) ヘッドを同時に使用した場合には、それぞれの先端において、放水圧力が0.1MPa
　　　 以上でなければならない。
　(3)　水源の水量は、防火対象物の区分ごとに定められたヘッドの個数に1.2m3を乗じて

　　　 得た量以上としなければならない。
　(4)　加圧送水装置にポンプを用いる場合、ポンプの吐出量は、同時開放するヘッドの

　　　 個数に90L/分(ラック式倉庫に設ける場合を除く。)を乗じて得た量以上としなけ　　　 ればならない。
【Ｎｏ．２７】

　特定建設作業の実施の届出に関する文中、 　　 　 内に当てはまる、「騒音規制法」上に定められている数値と用語の組合せとして、正しいものはどれか。
　指定地域内において特定建設作業を伴う建設工事を施工しようとする者は、その作業開始の日の 　(A)　 日前までに、必要な事項を 　(B)　 に届け出なければならない。ただし、災害その他非常の事態の発生により緊急に行う必要がある場合は、この限りでない。
　　　 (A)　　　　　(B)

　(1)　　７　…　都道府県知事
　(2)　　７　…　市町村長
　(3)　１４　…　都道府県知事
　(4)　１４　…　市町村長
【Ｎｏ．２８】

　次の記述のうち、下線部の数値が建築関係法令上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　床面積の合計が1,000m2以上の特別特定建築物を建築しようとする者は、「高齢者、

　　　 身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律」による

　　　 利用円滑化基準に適合させなくてはならない。
　(2)　床面積の合計が1,000m2以上かつ階数が3以上のホテルの所有者は、「建築物の

　　　 耐震改修の促進に関する法律」により、必要な場合は耐震診断を行い、耐震改修

　　　 を行うよう努めなければならない。
　(3)　床面積の合計が2,000m2以上の建築物を建築しようとする者は、「エネルギーの

　　　 使用の合理化に関する法律」による空気調和設備等に係るエネルギーの効率的

　　　 利用のための措置に関する届出をしなければならない。
　(4)　延べ面積が3,000m2以上の事務所の所有者は、「建築物における衛生的環境の確保

　　　 に関する法律」による建築物環境衛生管理基準に従い、空気環境の調整、給水

　　　 及び排水の管理等を行わなければならない。
【Ｎｏ．２９】

　建設廃棄物の再資源化に関する文中、 　　 　 内に当てはまる、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」上に定められている数値と用語の組合せとして、正しいものはどれか。
　請負金額が1億円以上の建築物の修繕・模様替工事または床面積が 　(A)　 m2以上の建築物の解体工事等で発生するコンクリート、アスファルト・コンクリート、 　(B)　 等の特定建設資材廃棄物は、再資源化することが義務付けられている。
　　　 (A)　　　　(B)

　(1)　 80　…　木材
　(2)　 80　…　プラスチック
　(3)　200　…　木材
　(4)　200　…　プラスチック
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